
ブルゴーニュ運河博物館　ボートハウス
https://shigerubanarchitects.com/ja/works/cultural-ja/centre-dinterpretation-du-canal-de-bourgogne-boathouse/

Year: 2004

Location: France

Program: 博物館

ブルゴーニュ運河博物館　ボー
トハウス

歴史的に重要な運河船を格納するためにつくられたボートハウス。紙管を使った三角格子のグリッド・シェルで構成され、
外面をポリカーボネートで覆っている。構造の許可がフランスでも取りやすいよう、「紙の仮設スタジオ」でやったように
「ハノーバー国際博覧会2000 日本館」で使うためドイツで認定を受けたのと同じサイズの紙管を使った。フランスで初め
ての恒久紙管建築なので、万が一紙管にダメージがあったとき取り替えができるようなジョイントの設計が求められ、ア
ルミの鋳物ジョイントと紙管の間に木部材を介した接合部を開発した。

https://shigerubanarchitects.com/sb_date/2004/
https://shigerubanarchitects.com/sb_location/france/
https://shigerubanarchitects.com/ja/sb_program/%e5%8d%9a%e7%89%a9%e9%a4%a8/

